



























































































































いる島々のことであろう。 だし、実際に「風物抄」に収録されている島は「Ⅰクサイ」 「Ⅱヤルート」 「Ⅲポナペ」 「Ⅳトラック」 「Ⅴロタ」 「Ⅵサイパン」であり、計画の「ヤップ」島は「クサイ」島に変えられたのである。






























































































マリヤンは年齢 「三十に間がある」と書かれている め、中島が南洋に滞在する 四一～四二年頃は二十代後半で





「風物抄」の「Ⅰクサイ」に描かれているレロ島の公学校では、教員は校長の他、訓導一人と島民の教員補一人であるが、その訓導とは校長の奥さんである。ここはほかの島の公学校と違い、校長は授業を見せたくないのである。その授業に対していかに自信がないことが分かる。そして、 「風物抄」の「Ⅲポナペ」に登場している若い女性は、 「余り達者ではい・公学校式の角張つた日本語」で作者に声をかける。作者は公学校における日本語の教え方や教育の成果を疑っているといえよう。さらに、 「風物抄」 「Ⅳトラック」に記されている月曜島の公学校の生徒たちは、毎朝は愛国行進曲を歌いながら登校する 長 官舎の近くできちんと列を作ってから 校長の家に向かって一斉にオハヨウゴザイマスと言いながら頭を下げるのである。生徒たちは「みんなシャツ 着ているとはいうものの、破れ いる部分 方が繋がって る部分より多そうなので、男の子も女の子も真黒な肌が到る所から覗い いる。足は勿論全部跣足。学 から給与される か、感心に鞄だけは掛けている」という様子である。ほかに、小説「鶏」の冒頭に、ある公学校の新任の先生が挨拶する時の様子が記されている。若々しく見えるが既 長年の公学校 おける教育経験をもつこ 先生は、 「
凡およ
そボロ〳〵なシャツや







事なことが沢山ある、教科書なんか、末の末、の実に小さなことだ。所で、その土人達を幸福にしてやるといふことは、今の時勢では、出来ないこと のだ。今 南洋 事情では、彼等に住居と食物とを十分与へることが、段々出来なくなつて行くんだ。さういふ時に、今更、教科書などを、ホンノ少し上等にして見た所で始まらないぢやないか。なまじつか教育をほどこすことが土人達を不幸にするかも知れないんだ。オレはもう、すつかり、編纂の仕事に熱が持て く て了つた。土人が嫌ひだからではない。土人を愛するからだよ 僕は島民（土人（がスキだよ。南洋来てゐるガリガリの内地人より、どれだけ好きか知れない。単純で中々可愛い所がある。オトナでも大きな子供だと思へば間違ひがない。昔は、彼等も幸福だつたんだらうがねえ
島民を豊かにするための教育はほとんど重要視 れず ただ労働者として使いつぶそうとしている。彼らを幸せにする




































捕りに行く警察官という対立する人物を登場させる。 「島民の前には絶対権威をもつ」警察官であるが、脱走に失敗し、憤然としたナポレオン 不自由なひじで突き飛ばした時に 警察官の「愚鈍そうな貌に、瞬間、驚きと共に一種の怖れの表情が浮かんだ」のである。つまり、中島はナポレオンと警察官との対立を設定し、さら 統治者へ反抗する一少年に対する警察官の落胆と恐怖を書き加えている。つまり、ナポレオン少年を通して為政者に対する不満さえ表して のではないかと思われる。（二）統治者利益による植民地の文明移入に対する不満
マリヤンの盛装姿を見かけた時、島民の体格や肌の色に全く合わない洋服、細くて折れそうなハイ・ヒール、繊細な洋





























「飛行便でも検閲にヒマがかかる」と記し、いつもと違ってポストに投函せずに、内地に帰る人に託して東京か横浜でポストに投函してもらった。その手紙の最後には、 「中をあけて、しらべられるため、僕の方でも十分に言ひたいことを言へないようなこともある」や、 「これだけ書いただ でも、普通で出した 、中をしらべられて、破り棄てられて了つて、そちらへととゞかないだらう （一九四二年一月九日付き 妻タカ宛
（
などと書き加えている。しかし、手紙の内容は送ってほ





「マリヤン」は中島敦が南洋物を構想する段階ですでに存在していたもので、実体験に基づいて創作された作品であるため、当時の南洋政策に対する作者の認識がより捉えやすい作品であ 。本稿は「私」がマリヤンの家に置かれている本と彼女の盛装姿を目にした時に、二回も「いたましさ」を感じたことに注目し、彼の書簡や日記、そしてほかの南洋物と合わせてそ 理由を追究してきた。分析の結果 はユーモラスな筆触でマリヤンの生活状況を描いてはいるが、その実、厳しい検閲さえも及ばない巧みな文章で書かれた、中島敦 植民地教育政策や南洋への西 文明の侵入に対する不満と批判 および彼の島民の生活状況 対する憂慮の念をうかがうことができよう。注（
（






















































ほかに、 「意図的に作ったマリヤン像」による近代知識人の投影という論点 挙げられる。 （洪瑟君「中島敦「マリヤン」論
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　『土方久功著作 六 三一 一九九一 十一月
（
（（
　
岡谷公二著『南洋漂蕩』
―
ミクロネシアに魅せられた土方久功・杉浦佐助・中島敦』冨山房インターナショナル、二〇〇七年
十一月
※中島敦の作品の本文の引用（傍点を含む
（
は全て『中島敦全集』 （筑摩書房、二〇〇一年
（
による。ただし、旧字は全て新字に改め
た。
